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遺言に関する記事を中心に
張 晨陽
キ ー ワ ー ド 遺言、 死生観、 雑誌記事、 現代日本社会
はじめに
「メデイアはメッセ ー ジである」（マクル ー ハン1964)とマクル ー ハンが述
べている。 ここでの「メデイア」について筆者は二重の意味でとらえている。
一つは、 人々の思考を表すための装置、 本稿においては、 遺言そのものである。
もう一つは、 人々の思考を互いに伝達するための道具であり、 ラジオ、 テレビ、
書籍、 雑誌、 インター ネットなど多くが挙げられる。 文字記録である遺言を遺
すというのは、 現代から始まったものではない。 しかし、 書籍、 雑誌、 新聞や
インタ ー ネットというメデイアを通して、 素早く世界中の出来事を文字化し
人々まで届けることができるようになったのは、 現代のことであるといえる。
これらの文字資料を量的に扱うことで様々な情報に囲まれた現代人がどのよう
な関心をもち、 どのような情報を求め選択し、 その情報の中にどのような考え
が潜んでいるのかなどの問題をあぶりだすことができると考えられる。
宗教学においては、 メデイアと宗教との関係について論じられ始めたのは、
遅くとも70年代からである。 しかし、 盛んに論じられたのは、 2000年に入って
からのことであり、 そこでは雑誌新聞の記事とテレビ番組をデー タとして利用
するケ ー スもみられる。 それらの研究は宗教あるいは宗教団体はどのように現
代的な手段を応用し、 宜伝活動すなわち布教活動を行うか、 そこから宗教団体
の変化や宗教の動向をみようとするものである。
もちろん、 宗教／宗教団体が現代に適応するための変化を見ることは、 必要
である。 しかし、 宗教／宗教団体が大衆向けのメデイアを利用する場合でも、
マイノリティ ー の宗教団体あるいは個人の宗教者が宗教番組に出演しているこ
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とで、 マジョリティ ーの大衆側の宗教意識などを反映できるのかは疑問である。
とくに、 死の問題は宗教者の問題のみならず、 個人が必ず向き合わなければ
ならない問題である。したがって、 死の間題を扱う場合において専門性の高い
テレビ番組や雑誌などより、 本稿は大衆向けの雑誌に着目することに試みたも
のである。
1. 問題意識
1968年8月、 日本初の心臓移植手術が札幌医科大学で実施され、 10月に患者
が死亡し、 その後手術の是非をめぐる和田心臓移植事件である。この事件は、
日本における脳死の判定基準、 80年代半ば脳死をめぐる議論、 臓器移植に関す
る法律の成立に影響を及ぼしたと考えられる。
70年代に入ると、 在宅死と病院死の比率は逆転した。これはいわゆる現代の
医療技術が家族メンバ ーの間で死を看取るという伝統的な死の価値観の崩壊を
象徴する出来事として見ることができよう。76年には、 総理府統計局が総人口
の8.1%が65歳以上と発表し、 日本社会は高齢化社会への加速が見られた。ほ
かにも、 この時期で始まったホスピス運動について島薗進が論じている。さら
に、 81年にガンが脳卒中を抜いて死因の1位になった。伝統的な死の価値観が
崩れる一方、 社会は高齢化へ移行し、 死因も脳卒中で突然死より、 ガンのよう
な死までしばらく時間が残されることが多くなった。つまり、 70年代から80年
代まで、 日本社会にして、 死に直面する時間が長期化される時代に変わってき
たといえる。
さらに現代日本社会は、 少子高齢化の状況が深刻となる一方である。〈表1〉
で見られるように、 これからの日本は出生率が低く、 死亡率の高い多死社会に
なりつつある。しかし、 近代医療技術の発達より、 人々の生活が死と縁の遠い
状況になり、 死は文化的にタブー視された。これに呼応するように実践の面に
おいてのホスピス運動、 理論の面においての死生学もほぽ同時期で始まったと
島薗進は指摘している。つまり、 終戦から60年余り、 日本社会は現代という時
間枠の中で、 情報化やグロ ー バル化などといった潮流に引きずられ、 大きく変
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〈表1〉出生率及び死亡率の将来将来推計
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わってきたといえる。 このような社会に生きる人々の生活様式から人生思考に
至るまで影響を与え、 変容していると思われる。 本稿における筆者の問題関心、
人々が死に対する意識がどのように変容しているのかという課題である。
2. 遺言に関する雑誌記事
遺言は個人の文字記録であり、 社会史の証拠としても活用されてきた。 しか
し、 現代におけるマスメデイアの発達によって、〈表2〉に示した遣言に関す
る雑誌記事の統計を見ればわかるように、 遺言は実際に広く読まれていること
になっていると考えられる。 それでは、 雑誌記事では、 死の問題をどのように
扱っているのかを分析することで、 現代日本社会における死の意識変化を社会
〈表2〉「遺言」に関する記事数
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レベルで把握することが可能になると筆者は考えた。
〈表2〉は大宅壮一文庫のデー タベースより作成したものである。 大宅壮一
文庫デー タベースによると、「遺言」に関する雑誌記事は1945年から2015年まで、
計3157件がある。 ここで見られるように「遣言」に関する雑誌記事は80年代後
半から明らかな変化が見られた。 前述した70年代から日本の社会状況が生じた
時間と比べて大衆雑誌の反応がやや遅れているとみられるが、 「遺言」に関す
る雑誌記事は社会状況の変化から影響を受け変化していることがわかる。 つま
り遺言に見られる現代日本社会人の死生観をみるために大衆向けの雑誌を資料
として扱うことが可能であると考えられる。
3. 記事の構造
しかし、 大衆雑誌は娯楽性があるため、 死に関する記事を掲載したというも
のの、 その真剣さが疑問である。 とくに、 遺言者が生きている場合では、 言い
換えるあるいは書き換えることが可能である。 つまり、 このような資料は不安
定なものであり、 分析するのが困難であると筆者は考える。
したがって、 本稿において雑誌の出版日に死亡している死者の遺言を扱うの
記事を対象とする。 このような記事は、 計785件があり、 大宅壮ー文庫のデー
タベースによる記事総数の25%を占める。
〈図1〉2000.12 『芸術新潮』
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これらの記事は〈図1〉(2000.12『芸術新潮』）で示しているように、 雑誌
において死者の遺言を記事にする場合では、 遺言の写真、 あるいは引用文の形
式でそのまま掲載したものと雑誌の編集者が書いた文章の二つも分けられる。
従って、 これらの死者の遺言に関する雑誌記事を〈表3〉で示しているよう
にまとめることができる。
〈表3〉での項目は「遺言者」と「編集者」に分けた。 死者の遺言の記事で
名前， 
； 
点累
遺 言 者
遺 言
おもひをく言の葉なく
てつゐに行 道はまよ
ハじなるにまかせて
ー、 生中、 いかにも貞
心りちぎハんの事不及
申・・・
ー、 世々の道をそむく
事なし … ー、 仏神
は貴し仏神をたのまず
ー、 身を捨ても名利
はすてず
ー 大君之儀一心大切
二可存忠勤、 不可以列
国之例自処弓。
辞世人間五十年の究り、
それさへ我にはあまり
たるにましてや…秋の
日の道の記作れ死出の
旅 万海世の露や筆の
命の置所
時に僕十八歳にして漂
泊の身となり、 愈師の
伝を守り、 不学ながら
大学・中庸・孝経の三
書の微味幽玄を探り…
〈表3〉
編 集 者
題 目 記 事 内 容
したたかな勝
如水は先の見える人物である。
如水は一切の欲を捨てて、 茶の湯や和歌に親負師の悠々た
しみつつ、 悠々たる晩年を送った。 そのよう
る晩年
な達観の境地は辞世にもよくあらわれている
秀吉はいたずらっぽい笑みを浮かべ、 宗室を
秀吉に「武士 見返した。 「武士になれば、 その望み、 叶え
は嫌い」と言 てもよいぞ」「いえ、 武士は嫌いでございま
い切った商人 す。」… 遺書の内容は親・兄弟・知人などに
とるべき態度
これはまず自分一生の整理であり、 確認であ最後まで道を
り、そして最後には誇りである。あの世に持っもとめ続けた
ていく自分というものをここであらためて整
剣聖
理しているわけだ。
会津藩祖の保科正之が寛文八（一六六八〉年
会津の悲劇の 四月に制定したもので…制定の経過について
遠因となった は、 友松氏典が正之に「万が一に備え…」と
藩祖の家訓 要請し、 正之が起草したものに儒臣の山崎闇
斎が手を加えて完成したといわれている。
西鶴は寛永一九（一六四二）年、 当時の経済
の中心地大阪に町人の子として生まれ… 資本
偉大な凡俗の
を持つ者のみが栄える社会に移行する。 …少
感慨
なくとも西鶴の生きた町人社会では、 あらゆ
る物の価値が金銭に換算される
切腹の理由というか決意というか、 …結論を
農民教化への
先にいうと、 幽学はほかならぬ門人の農民に
激しい挫折感
対する激しい敗北感にさいなまれ、 耐えきれ
ずに自殺決意したとみるのが真相に近いので
はないか。
(2016年11月 1 日 『別冊太陽』より参照作成）
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の 「遺言者」は死者のことを指している。「編集者」は遣言を遺す「遺言者」
に対し、その遺言を雑誌側 から発信しようとしているテ ー マに合わせて記事内
容を書くライタ ー、記者、編集者などをまとめた名称である。なぜなら、大衆
向けの雑誌でライタ ーなど特定は難しい。仮にライタ ーが書いたとしても、そ
のまま読者側が見ている記事となり、他の人の手により加工されていないなど
ということについては確認できない。つまり 「編集者」は複数の書き手により、
それぞれの角度や方法を使いな から「遺言者」の遺言を紹介している。あるい
は一人の「遺言者」の遺言について、雑誌側に複数の書き手が存在するという
二つの状況に配慮し統一した名称である。
次に、〈表3〉で見られた死者の遺言に関する雑誌記事の構造を 〈表4〉で
まとめる。
〈表4〉
遺言内容 I::門 1::、 （ニニ 物語、 評価、 死因
＋社会 背景の紹介
(2016年11月1日箪者作成）
〈表4〉で見られる死者の遺言に関する雑誌記事の構造は独創的というより、
死者の遺言に関する記事において一般的な形態として見ることができる。記事
内容により中心になるテ ー マがそれぞれ異なるが、流れとしてはほほ変わらな
い。
〈表3〉と〈表4〉からわ かるように、死者の遺言に関する雑誌記事では、「遺
言者」は死者であるため、遺言の文面はほぼ固定しているものとしてみること
ができる。それに対して、「編集者」による記述はその遺言についての文章が
現代社会の意識形態や生活様式などに合わせたりあるいは影響をうけたりもの
であり、極めて自由度のあるものでもある。つまり、死者の遺言に関する雑誌
記事では、「遺言者」より「編集者」の文章は、現代の時間枠内にあり、現代
人の意識形態を推測する一次資料になると筆者は考えている。
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死の問題について、 前述した雑誌の娯楽性からの影響をうけて不安定なもの
であることを配慮し、「遺言者」に関する検討は、 大衆向けの雑誌より専門性
のある本のほうが適切である。例えば、 現代という時間枠内でいうと、エンデイ
ングノ ー ト（遺言ノ ー ト）、 闘病記、 死への準備日記などの個人記録であり、
文学的な作品として扱われる本が取り上げられる。 これらの本も個人記録で本
として出版されることで、 社会に影響を与えることができる。
これら遺言として見られる個人記録が書籍として出版され、 注目されてきた
のは、 筆者の調査によると、 80年代後半、 90年代に入ってからのことである。
例として、 1987年に朝日新聞出版により千葉敦子の『「死への準備」日記』が
取り上げられる。 本論の時間軸と重なり、 同時に見られたのは偶然かもしれな
い。 しかし、 70年代から社会状況の変化が生じ、 その結果として80年代後半か
ら死へ関心が高まったことがこの記事から考えられる。 さらに、 この本は1991
年に文藝春秋により、 文庫本が出版されたことも一つの証拠としてみることが
できる。
もちろん、 筆者はこのような個人記録においての死生観にも関心を持ってい
るが、 その個の場合に目を向ける前に、 社会的に死はどのように扱われてきた
のかを理解するため、 死者の遺言に目を向けた。
4. 事例
前述したように、 今日エンデイングノ ー ト（遺言ノ ー ト） など個人が自分の
死を見つめて、 遣言として見られる作品を理解するためにも、 社会的に死がど
う見られてきたのかを本節で取り扱う。 特に死者の遺言に関する雑誌記事、「編
集者」たちの文章を通して具体的にみていきたい。
4. 1. 事例 1 : 『別冊太陽』
まず、 最初に死の問題、 日本人の死生観を議論するため、 死者の遺言を収集
して記事にすることを試みたのは、 1987年の10月に平凡社が出版した『別冊太
陽』である。 この雑誌は〈図1〉で示した2000.12の『芸術新潮』と同じく全
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〈表5〉
遺 言 者 編 集 者
名前 遺 言 題 目 記 事 内 容， 辞世に浄土への欣求や仏教的諦念を詠む固定ばせを旅に病でゆめは 生と死の境の 的な型に従って仏の救いとの馴れ合いをとげ枯野をかけまはる 発旬 るには、 彼の風雅への思いがあまりにも深すぎたからではないか。
麿
小官は皇国興廃の関頭
に立ちて皇国全般作戦 部下将兵に対
「尊厳死」という言葉があるが、 ある意味で
寄与の為にハ何物をも する信と愛に
犠牲としで惜まざるべ 殉ぜん
はこういう「死」いうでのあろうか
きを常の道と信じ
靡
白ばらの花より 香り 博士は間近に迫った死の足音を聞きながら、
立つごとく この身を 墓に白バラを その運命を神の摂理として受け入れ、 自分の
隆
はなれのぼりゆくらむ 植えて下さい 十字架をせおってキリストのあとに従う道を
選ばれた。
(2016年10月 20 日 『別冊太陽』より参照作成）
冊を通し、 計64人の遺言を書いた文書の写真を掲載している。 そのうち、 俗人
の遺言者54人の遺言と禅僧10人の遺偽という二つの部分にわける。 そのほか、
「編集者」が死者の遺言を通し日本人の死生観を論じる5篇の文章がある。 以
上の三つの部で構成している。〈表5〉で俗人の遺言者の遺言をまとめて、 抜
粋したものである。
〈表5〉で上げている記事の中から、「編集者」の遺言に対する解説及び評
価を見ていくと、 遺言者の信仰背景が尊重され、「編集者」の文章もその遺言
に合わせて仏教的あるいはキリスト教的な発想が見られる。 ほかには、 武士精
神や家の存続などについて言及する記事もある。 すなわち、 何らかの信仰ある
いは精神的な面での支えを持つことで、 死は人生の一部分として自然に受け入
れられるはずであると「編集者」が解釈しているとみることができよう。
このような信仰に触れた記事は54篇の内31篇に達し、 57%を占めている。 こ
こから、 死は医学の判定の問題のみならず、 宗教的あるいは文化的な問題であ
ることを発信している様子が伺える。
続いて、 禅僧の遺偽の部分を〈表6〉においてその始まりと終わりを記した
2件の記事内容をのせている。 編集者は具体的にこれらの遺偶を解説する前に、
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〈表6〉
遺 言 者 編 集 者
名前 遺 言 題 目 記 事 内 容
〗梵
来時来処を知り 去時 生まれた時も、 死ぬ時も、 その来たり去って
去処を知る 懸崖に手 禅僧の遺偶
ゆくところはよくわかっていた。 来時明々、
を撤たず 雲深くして 去時明々。 …仙圧には、 死はさほどに苦しん
処を知らず でもなく、 仲のいい隣座席だった気がする。
夢 百年三万六 千日
弥勒観音 幾是非。 是 「夢」の一字が遺偶としてのこされているが、
亦夢 非亦夢、 弥勒夢 禅俯の遺偶 この意味をどう解くかは、 現代人の自由であ
観 音亦夢、 仏云応作 る
如 是観、 突
(2016年10月20日 『別冊太陽』より参照作成）
「死はまことに、 誰にだって訪ねてくるとわかりながらおっかない。 この悲し
みと怖れから解放される方法があるだろう」「仏法のふかさは、 ここらあたり
にあるかと、 ぼくは禅僧の死に方から考える。」（『別冊太陽』： 116)という記
述がある。
ここでみられるように、 記事の内容で死に言及する際に、 宗教的あるいは哲
学的な意味合いをもつ言葉が多く見られる。
さらに、 編集者の文章は5篇も同じ構造を持っている。 ここで最初の文章で
ある『死生を超えること一絶筆・遺書・辞戦をめぐって一』の中で、 出てきた
最初の遺言を例として上げる。
例、 日比野五鳳(1985年没）の絶筆「共にさくよろこび」について
五鳳のものは生涯が結集して彼岸の風景へと運ばれたものだが、 遺言1とい
われるものは、 むしろ此岸に心が傾く点において絶筆とは別種のものといえる
だろう。 あえて書きおくということは、 強い生への執着とみることができるか
らである。
1 ここでの遺言は本論と異なる。 本論では辞世、 絶筆、 遺書、 遺偶を含む広い意味でとらえ
る概念として用いるが、 例では絶筆、 遺書、 遺言を区別している。
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ここでも「編集者」の文章では 「彼岸」「此岸」の言葉が用いられており、
文脈で仏教的な意味合いのある言葉が見られる。
1987年の『別冊太陽』は、 最初の文章と最後の「禅僧の遺言」の部分、 また
宗教的な発想がわかる31篇記事のうち11 篇が仏教的な発想が見られることから、
この雑誌がやや仏教に影響を受けていることがわかる。
4. 2. 事例2:『芸術新潮』
次は2000年 12月に新潮社により出版した『芸術新潮』を事例としてあげたい。
この雑誌は事例 1での1987年の『別冊太陽』と同じく、 死の間題に注目してお
り、 また古代日本人の辞戦からはじまるという二つの共通点に基づいた事例で
ある。
『芸術新潮』の死者の遺言を用いた記事は37件があるが、 そのうち29件が死
を中心に取り上げた記事である。 一方、 ほかの8件が社会史の文字証拠として
扱われている。 従って、 ここであげた例は29件の記事から抜粋したものであり、
事例1と同じく死についての記述をまとめて〈表7〉に示した。
2000年の『芸術新潮』においては、 明らかに宗教的な意味合いをもつ語彙が
みられないことが〈表7〉から読み取れる。 僧侶の遺言には特定の社会地位を
もつ歴史的人物も含まれていたが、 遺言の文字意味にとどまるのみで、 深めた
死生観に潜む思想的な部分に触れずに済ませている。 そして、 近現代の遺言に
なると、「編集者」の文脈では、「摂理」「諦念」など宗教的な意味合いの強い
語彙がみられない。 かわりに、あるいは言い回しとして、「人間の言葉ではなく」
「肉体が死んでも、 言葉で生きつづる」など表現を用いている。
4. 3. 事例3:『週刊ダイヤモンド』
2016年8月6日に『週刊ダイヤモンド』で、「死生学のススメ」 というテ ー
マで死に関する記事を掲載した。 内容は介護、 死別、 終末期、 墓、 葬式などさ
まざまな個人向けの「死の準備」に関する情報が掲載されている。 その死者の
遺言も記事に用いられている。 この雑誌は、 第二章のデー タ統計には入ってい
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〈表7〉
遣 に 者 編 集 者
名前 遣 一0 題 日 記 事 内 容
仏 遺書の今昔物語一 自由のきかないふるえる手で必死に書い
〗
高超方 便自証自然 ー遺書の元祖はこ たのがはっきりと見てとれる、 凄絶な筆
為物応世 八十四年 れである！ 跡です。
典 つゆとをちつゆときヘ 少しできすぎですものね … 「返す返す秀早
にしわがみかな なに 遺書の今昔物語一 頼事たのみ申し候」とはまったく違う。秀 わの事もゆめの又ゆめ ーあがきの秀吉
死の直前には本音が素直にでたわけです。
松
松
大変申し上けにくいの
封筒裏の封じめに
“
封
”
という文字を、ですか何卒私の死かい あの人のさよなら “寿
”
とでも読めるように書いている。
須 をあのおはかへ埋めて —いざになって 抱月（恋人）と一緒のお墓にいれてくれ磨 頂ける様お骨折を願ひ も女は強し
という須磨子の願いは、 すごく女性的だ子 たうございます
この頃 思うんですけ
サインペン書きの書は傑作。 …でもこれ宇 どね 何だか私 死な あの人のさよなら
野 ないやうな 気がする —いざになって は人間の言葉ではなくて、 死がいわしめ
囚 んですよ はははは も女は強し た言葉。
は
田 あの人のさよなら
肉体が死んでも、 言葉は生きつづけると且 死よおごる勿れ —最期の音 最 高らかに宣言しているわけです。隆
期の詩 最期の色
(2016年10月23日 『芸術新潮』より参照作成）
〈表8〉
遺 ロ 者 編 集 者
名前 遺 に 題 目 記 事 内 容
I 旅に病でゆめは枯野を 八つの逝きざ
旅先での大阪で病んだときに、 訪れた場所が
かけまはる
ま―百代の 走馬灯のように駆け巡る。 その中に故郷もあ
過客型 るだろう。 芭蕉自身が百代過客の俳人として
生き、 多くの俳旬を残した。
I 吉
つゆとをちつゆときヘ
八つの逝きざ
にしわがみかな なに
露となって消えるはかない命、 当時の大阪で
わの事もゆめの又ゆめ
ま—疾風怒 築いた繁栄もはかない夢のまた夢だったと諦
松
濤型 めすら感じる。
i 典
神あかりあかりましぬ 八つの逝きざ
武士道的な殉死を枇間に想起させた。 乃木は
る 大君のみあとはる ま—滅私奉 日露戦争での大損害など失敗を明治天皇に救
かにをろかみまつる 公型
われ慕っていただけに、 喪失感は尋常ではな
かったのだろう。
(2016年11月17日 『週刊ダイヤモンド』より参照作成）
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ないが、 本稿の最新資料であり、 1987年『別冊太陽』及び2000年『芸術新潮』
と同じく古代日本人の遺言を取り扱い、 死生観について検討しているため、 こ
こで取り上げることは適切であると筆者は考えている。
2016年8月16日の『週刊ダイヤモンド』で、「歴史人物に見る八つの逝きざま」
というテ ー マで16人の遺言を取り上げ、 死生観の八つのタイプを提示した。こ
こで抜粋したのは、『別冊太陽』と『芸術新潮』の例である。
この文章では1987年の『別冊太陽』でもみられた、 「諦」「武士道的」などと
いった宗教的あるいは文化的な意味合いをもつ語彙を見られるようになってい
る。しかし、 この記事は1987年の『別冊太陽Jと同じく宗教的あるいは哲学的
な議論で、 宗教的な意味合いが強い記事としてみることができない。
5. 民間信仰の顕在化
本稿では三つの事例を取り上げたが、 ここでこの三つの事例を照らし合わせ
て議論を展開していきたい。
事例1の『別冊太陽』から整理しよう。1987年の『別冊太陽』を取り上げた
のは、 この雑誌が、 死者の遺言から死生観を追究する最初の雑誌であるからで
ある。 4. 1で述べているように、 この雑誌は宗教的な意味合いをもつ語彙を
用いることも多く、 文脈的にも、 精神的な面で信仰をもつことで死を受け入れ
ることを読み取れる。
70年代の日本は社会状況の変化により死に注目するようになった結果とみる
ことができる。つまり、 死は医学の判断のみならず、 宗教、 倫理、 文化などさ
まざまな問題に関わる事象であることが明確になり、 死の文化を取り戻す動き
が始まったと考えられる。雑誌側がこの動きを察知して、 死の文化を再構築す
る一環として大衆向けの雑誌は社会に何回かこの内容を発信することを試みた。
例えば、 77年の『週刊女性』で「私の遺言」というテ ー マで記事を掲載した。
この記事で自分の死を想定して言いたいことを書く記事になるが、 その後に同
類型の記事や「遺言」に関する記事が増加する傾向が見られない。しかし、 80
年代後半に入り、 日本社会において脳死についての議論が見られた。この議論
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の 一つの影響として遺言を通して日本人の死生観を探る記事がみられ、遺言に
関する記事が増えてきたと考えられる。
1987年の『別冊太陽』は、仏教を意識しているという特徴があると筆者は前
述した。 これは2000年以後のほかの二冊にはない特徴として見られる。 死を考
える時、死後の世界についてのイメー ジという大切な部分は、近代以前では宗
教の役割であった。 その忘れられた宗教の役割を振り返ることで、現代人の死
生観を再構築させるという目的と理解することもできるだろう。 つまり、死の
文化を取り戻すために宗教に含まれている死についての思考を見直す必要があ
り、また実際この雑誌全体の内容をみても、仏教がとくに強調されている様子
が伺える。 しかし2000年の事例2をみると、死について述べる内容では忘れら
れた宗教的な伝統を振り返るところか、明確に宗教的な意味合いをもつ言葉が
みられない。 つまり「編集者」が精神的な面において、明確に信仰などについ
て言及することに慎重な態度を取っていることが窺える。
このことについて、宗教とメデイアの関係を論じる時、よく言及されるのは
オウム真理教が1995年におこした地下鉄サリン事件である。 しかし実際に遺言
に関する雑誌記事に影響を与えていることを証明できるデ ー タ資料を提示する
ことは、現段階では難しい。
とはいえ、この事件は、遺言に関する雑誌記事にも影響を及ぼしていると筆
者は推測している。 事例2以外のほかの事例もあげることができる。 ここで
2002年1月の『文藝春秋 遺書 80人 魂の記録』を取り上げる。 この雑誌は、
1987年の『別冊太陽』以外に、死者の遺言を最も多く取り扱っている雑誌であ
る。
ここでみられるのは、同じく大衆向けでありながら宗教的な意味合いを明確
にあらわすような語彙が慎重に使われている様子である。 死の問題、死生観に
ついて死者の遺言を用いた雑誌記事は、1995年のサリン事件以後の宗教へのマ
イナスイメー ジの増大にも影響されていることもあるのではないかと考えられ
る。
最後の2016年8月6日の『週刊ダイヤモンド』では、1987年『別冊太陽』と
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〈表9〉
遺 言 者 編 集 者
名前 遺 言 題 目 記 事 内 容
遺骸は何の精神的なものも含ま
開
れないただの脱けがらです。 家 三浦半島葉山町の自宅を「銀河鉄道
に祭壇などは作らず、 葬儀社に 現し恨から引 始発駅」と定め …夫人は… 宇宙通信
博
は火葬業務のみをたのんでくだ 越します が届きましたのでご報告申しあげま
さい。 …彼の地での住所が決 す。
まりましたら お知らせします
〗
正規の手続きを経て、 安楽死を 社会派作家として…数多くのベスト
させてもらいたい…私は一族の 他に言い残す セラ ー を生み出した。 昭和六十年一
墓地を定め、 墓を造る予定… 葬 事なし 月三十一 日没。 … 「葬儀に関して」
儀に関しで ・ ・ 以降は後に書き加えられた。
(2016年10月9日 『文藝春秋』より参照作成）
同じく「諦」や「武士道」などの宗教的な意味合いをもつ言葉が用いられるこ
とから、 大衆向けの雑誌において死生観に関する議論は、 いまだ精神的な面に
注目しつつ宗教的な議論が続いているのではないだろうか。
〈図2〉は、『週刊ダイヤモンド」で死者の遺言を扱う前に、 六つの宗教の
死生観を並びに紹介する記事である。「編集者」の文章において死生観につい
て述べるとき、 各宗教の死後の世界へのイメ ー ジを説明し、 価値観が多様化し
ている現代でそれら見つめ直す必要があると強調した。 この後、 死者の遺言に
基づき、 死生観を八つのタイプに分類している。
1987年の『別冊太陽』と比べてみると、 確かに全体的に仏教に影響を受けて
いるが、 いずれの宗教にも与しない傾向がみられる。 あくまでも、 個人の死生
観について考えるための参考資料としで情報を提供しているようである。 これ
は、 雑誌が情報機関としての客観性を持ちながら役目を果たしているようにみ
える。
しかし、 ここでの人の死はお墓を買い、 葬儀の様式や相続分などを決めて終
わることではなく、 人の内面的、 精神的な面も関わるようなことで、 誰でも死
に対して不安を抱く。 そこで、 死後の世界について考える場合で、 各宗教の特
徴的な死生観を取り出した。 そして「あの世」という言業に基づき、 各宗教の
死後の世界へのイメ ー ジをまとめたものに注目したい。 これは、 本論でほかに
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〈図2〉2016. 8. 6 『週刊ダイヤモンド』
あげた2000年の『芸術新潮』また2002年の『文藝春秋』にも見られる現象であ
る。 これら、 異なる年で異なる「編集者」の編集加工を経て、 出版された異な
る雑誌が出版した中で同じ傾向が見出されたのは、 偶然であるとは考えにくい。
大衆向けの雑誌において死者の遺言を切り口として死生観について論じるの
は、 1987年から始まった。 しかも、 遺言者の紹介とともに死の精神的な面を含
めて議論され、 遺言者の信仰背景が尊重され、 宗教あるいは信仰のあることを
肯定的な意味でとらえられている。 しかもこの発信が成功し、 遺言に関する雑
誌記事は増加する傾向も見みられた。 ここから1980年代において、 死生観を言
及する際に宗教あるいは信仰について公に論じるのは、 可能であると考えられ
る。
しかし、 2000年以後の三つの例をみると、 同じ遺言者に対し、 その死生観を
見いだそうとしているが、 宗教的な意味合いをもつ語彙を慎重に使うか、 一層
無機質な表現の仕方に書き換えることが見られる。 また「死後の冊界」という
明らかに宗教的な世界観の射程に入る発想は、「あの世」「この憔」という民間
信仰をあらわす表現によって各宗教の死生観を総括し、 世間に情報を提供して
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いる傾向がみられた。
ここからもオウム事件の影響で、宗教をもつことあるいは侶仰のあることが
世間から遠ざけられるという社会状況になったからと推測することができる。
しかし、高齢社会になった日本では、人々は死と対峙する時間が長くなること
で、前述のように経済的な問題のみならず、どうしても精神的な間題について
言及しなければならない。 そこで、大衆向けの雑誌は、そのニ ー ズに応じなが
らも、特定の宗教と関わらないように配慮した中立の立場を保ちつつ、賛否な
しで無機質な記事になったと考えられる。
これらの記事は、「人間の言葉ではなく」というような婉曲的な表現や、「あ
の世」「この世」で各宗教にある価値観や世界観などをまとめるなど、一見す
れば、無機質にみえるかもしれないが、それ自体宗教的な世界観が含まれてい
る情報を提供しているようにもみえる。 このことから、現代日本社会において
死の問題に注目し、現代人の死生観を再構築する動きのなかで、宗教的ニ ー ズ
をみることができた。 しかし特定の宗教との関わるような記事内容は控えるべ
きという風潮になったため、「あの世」などのような民間信仰で見られる世界
観が顕在化したといえる。 しかも、その顕在化のプロセスは、自発的な過程で
はなく、大衆向けの雑誌が社会の出来事と密接に関係していることによる受動
的な変化であると筆者は考える。
6 結論
本稿においては、大衆向けの雑誌に着目し、「編集者」を記者・ ライタ ー ・
編集など雑誌が出版されるまで記事を編集加工する可能のある人の総称と定義
した。 これらの 「編集者」は、雑誌がどのような情報を社会にむけて発信して
いるか、 また社会の動向がどのようなものであるかを記事内容で反映している
ため、これを分析することで現代日本社会における死の意識変化をとらえられ
る。
そして、死者の遺言を通して、最初に日本人の死生観を議論する1987年の
『別冊太陽』に例をあげて分析し、80年代後半における死生観の議論では、宗
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教を肯定的な意味でとらえる文脈が見出された。 しかし、『別冊太陽』 とほぽ
同じように遺言者を扱う『芸術新潮』 及び最新の資料『週刊ダイヤモンド』 の
中では、 同じ死生観についての議論だが、 宗教を肯定的な意味でとることはな
く、 また記事内容も淡白なものであった。 社会史及び社会状況と結びつけてみ
ると、 このような変化は受動的なものであるとわかった。 しかも、 淡白という
より、 さりげなく特定の宗教と関わらないと考えられる民間信仰的な世界観の
中で、 死生観における宗教的な部分をカバ ー している様子が伺えた。 この傾向
は、 本稿において民間信仰の顕在化として理解し、 結論として考える。
本稿は遺言に関する雑誌記事を通して、 日本社会における死の意識変化をみ
ると、 民間信仰が顕在化しているという結論に至った。 しかし、 これは同じマ
スメデイアのテレビ番組に注目している島薗進が指摘している新霊性運動およ
びアニメを通した現代日本人の宗教意識を分析する研究などどのような関係を
持っているのかを、 今後の課題としたい。 また、 近年において遺言は雑誌に取
り上げられているが、 死への関心の高まりにつれ、 個人記録としてのエンデイ
ングノ ー トや闘病記などが本として出版される例が数多くみられる。 これらも、
現代日本人の死生観を研究する資料として、 今後の研究で注目していきたい。
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Visualization of folk beliefs in magazine articles : 
focus on testaments 
Chenyang ZHANG 
In modern Japan, people get more and more interested in questions of death and 
dying. Therefore, popular magazines recently publish more articles about testaments. 
In this article, the author is going to focus on editors - writers or journalists who 
engage in editing and processing of the article that is to be published in the magazine. 
These editors analyze what information should be presented by the magazine to the 
society and how should the topic of religion be treated when speaking about death. 
In this article, Bessatsu Taiyou (1987), that have risen the question of Japanese 
opinion on life and death for the first time, Geijutsu Sinchou, that treated the authors 
of testaments almost in the same way and presented the same point of view as 
Bessatsu Taiyou, and the recent Shuukan Daiyamondo are compared and analyzed. 
It can be said, that in a world view based on folk beliefs, without any ties to major 
religions, popular magazines in a casual maner cover the religious part of the life 
and death narrative. In a relation with the social history, it can be surmised, that the 
fact that religious context is getting lighter, is an important change in the narration 
about death. 
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